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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
大
流
行
し
て
い
る
最
中
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
３
月
に
予
定
し
て
い
た
地
区
総
会
が
す
べ
て
中

止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
を
は
じ
め
各
種
事
業
に
支
障
が
出
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
趣
向
を
変
え

て
急
遽
、
上
原
秀
雄
理
事
長
と
石
原
優
子
女
性
部
会
長
に
ご
出
席
願
っ
て
対
談
を
企
画
。
新
年
度
ス

タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
、
両
人
に
抱
負
な
ど
を
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

上原理事長 石原女性部会長

新年度の抱負を語り合う

上
原
理
事
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
地
区
総
会
が

す
べ
て
中
止
に
な
っ
た
。
初
め
て

の
こ
と
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
も

い
ろ
い
ろ
影
響
が
出
て
い
る
。
県

シ
連
は
、
感
染
予
防
・
拡
大
防
止

対
策
の
チ
ラ
シ
を
作
り
、
セ
ン
タ
ー

会
員
に
急
ぎ
配
る
予
定
に
し
て
い

る
。
高
齢
者
の
多
い
会
員
に
は
重

症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
で
す
か

ら
ね
。

石
原
部
会
長

ほ
ん
と
に
こ
わ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
つ
、
収

束
す
る
の
か
全
く
見
通
し
が
つ
か

な
い
ん
で
し
ょ
。
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
し
か
な
い
。
一
日
も
早

く
こ
の
コ
ロ
ナ
騒
動
が
終
わ
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

上
原
理
事
長

そ
ん
な
騒
動
の
中
、

対
談
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
９
月
、

私
の
強
い
希
望
で
女
性
部
会
が
発

足
し
た
。
女
性
部
会
に
は
大
き
な

期
待
を
抱
い
て
い
る
。

石
原
部
会
長

女
性
部
会
が
で
き

て
間
も
な
い
の
で
、
ま
ず
は
衰
退

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
人
た

ち
に
も
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
と
て
も
楽
し
い

ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
ハ
ッ
パ
を
か
け
て

い
き
た
い
。
部
会
員
に
は
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

こ
れ
に
耳
を
傾
け
て
一
歩
で
も
前

へ
進
み
た
い
。
理
事
長
に
は
女
性

の
声
を
し
っ
か
り
届
け
、
部
会
の

存
在
感
を
示
し
た
い
。

上
原
理
事
長

お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
。
女
性
の
皆
さ
ん
の
声
を
ち
ゃ

ん
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
。

（
２
、
３
面
に
続
く
）
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第
12
回

理
事
会

会
員
数
の
項
目
以
外
は
増

ー

２

月

実

績

ー

第
12
回
理
事
会
が
３
月
24
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、
９

人
（
男
性
６
人
・
女
性
３
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
結

果
３
月
24
日
現
在
の
会
員
数
は
５
７
６
人
（
女
性
２
１

９
人
・
男
性
３
５
７
人
）
と
な
っ
た
。
尚
、
２
月
の
退

会
者
は
男
性
１
人
。

承
認
第
１
号
「
理
事
及
び
監
事
候
補
者
選
考
委

員
の
選
任
」
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
沖
縄

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
及
び
監
事
候
補

者
の
選
考
に
関
す
る
規
程
第
３
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
２
年
２
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
６
７

人
で
40
人
の
減
（
▲
７
％
）
、
就
業
実
人
員
３
８
９
人

で
53
人
の
増
（
13
％
）
、
就
業
延
人
員
３
６
８
６
人
で

１
８
０
人
の
増
（
４
％
）
、
配
分
金
約
１
７
８
７
万
円

で
約
１
２
３
万
円
の
増
（
６
％
）
、
契
約
金
額
約
２
２

８
３
万
円
で
約
１
６
６
万
円
の
増
（
７
％
）
と
な
っ
た
。

（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）

最
後
に
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ
た
。

次
に
部
会
の
活
動
拠
点
を
ど
う
つ
く
る
か
。

発
足
以
来
、
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
通
り
に
あ

る
「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
を
拠
点
に
し
て
い

る
が
、
そ
こ
で
は
活
動
が
制
約
さ
れ
る
よ
う

な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
気

軽
に
集
ま
っ
た
り
、
声
を
か
け
た
り
す
る
の

が
イ
マ
イ
チ
う
ま
く
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
は
老
朽
化
が
ひ

ど
い
。
雨
漏
り
が
あ
っ
た
り
、
床
は
傷
ん
で

い
て
危
険
な
状
態
で
不
安
で
あ
る
。
今
後
、

女
性
部
会
の
活
動
拠
点
の
在
り
方
と
し
て
、

大
き
な
課
題
で
あ
り
心
配
し
て
い
る
が
…
。

上
原
理
事
長

そ
う
で
す
ね
。
10

年
前
に

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
が
で
き
た
ん
だ
が
、

老
朽
化
が
相
当
進
ん
で
い
る
。
当
初
の
目
的

は
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
と
思
う
の
で
、
私
と
し

て
は
ホ
ー
ム
を
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
理
事
会
に
諮
る
な
ど
し
て
早

期
に
結
論
が
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

石
原
女
性
部
会
長

急
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

片
付
け
な
ど
引
っ
越
し
作
業
も
考
え
て
、
せ

め
て
６
月
ぐ
ら
い
ま
で
に
は
は
っ
き
り
さ
せ

て
ほ
し
い
。

上
原
理
事
長

私
自
身
も
そ
う
思
っ
て
い
て
、

い
ず
れ
に
し
て
も
周
囲
の
理
解
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。
新
し
い
活
動
拠
点
づ
く

り
を
含
め
、
新
年
度
の
事
業
計
画
等
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

上
原
理
事
長

世
の
中
は
、
女
性
の
数
が
多

い
の
に
当
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
女
性
会
員

の
割
合
は
４
割
に
も
満
た
な
い
。
部
会
設

立
の
第
一
目
的
は
、
女
性
会
員
を
い
か
に

増
や
す
か
で
す
。
市
民
に
広
く
開
放
さ
れ

た
シ
ル
バ
ー
で
あ
る
た
め
に
は
、
女
性
会

員
の
目
に
見
え
る
活
動
が
あ
っ
て
の
こ
と
。

セ
ン
タ
ー
事
業
の
活
性
化
は
、
女
性
部
会

が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
と
私
は
期
待
し
て

い
る
。
発
足
し
て
半
年
が
た
ち
、
ま
だ
未

知
の
部
分
も
あ
っ
た
り
し
て
不
安
も
あ
る

と
思
う
が
、
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

解
消
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

石
原
女
性
部
会
長

シ
ル
バ
ー
に
参
加
し

て
思
っ
た
こ
と
は
、
周
囲
の
み
ん
な
に

「
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
真
っ
先

に
言
え
る
か
ど
う
か
だ
っ
た
。
ど
う
し
っ

か
り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
が
大
事
。

女性部会の活動が
センターの活性化に

無

事

故

記

録

令
和
元
年
12
月
17
日
～

〃

２
年
３
月
24
日
現
在

98日
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新
入

会

員

紹

介

３
月
24
日
付
で
９
人
（
女
性
３
人
・
男
性
６

人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

大
山

裕
章

（
山
内
中
校
地
区
）

米
満

進
太
郎
（
安
慶
田
中
校
地
区
）

安
里

栄
盛

（
美
里
中
校
地
区
）

松
田

和
夫

（
美
里
中
校
地
区
）

西
村

節
子

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

渡
名
喜

一
枝

（
山
内
中
校
地
区
）

喜
納

兼
輝

（
美
里
中
校
地
区
）

比
嘉

加
代
子
（
山
内
中
校
地
区
）

知
名

定
敏

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
事
故
防
止
、
急
ぐ
な
、

あ
せ
る
な
、
気
を
抜
く
な
」

活動拠点づくりを早急に対特
談集

例
え
ば
駐
車
場
整
理
業
務
。
こ
の
業
務
は
、
現

在
男
性
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
私
の
周
囲
に
は

駐
車
場
整
理
業
務
を
希
望
す
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
。
女
性
は
、
身
な
り
を
き
ち
ん
と
し
て
い

る
し
、
対
応
も
よ
く
喜
ば
れ
る
ん
で
は
な
い
か
。

業
務
に
男
性
、
女
性
を
区
別
す
る
時
代
で
は
な

く
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
場
に
女
性
は
進
出

し
て
い
る
。
就
業
以
外
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
社
会
参
加
の
活
躍
も
同
様
。
こ
れ
は
、
シ

ル
バ
ー
の
理
念
そ
の
も
の
だ
と
思
う
。
他
に
も

話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
次
の
機
会
に
と

い
う
こ
と
で
…
。

上
原
理
事
長

い
や
い
や
男
性
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
。
看
護
師
と
か
介
護
士
、
保
育
士
な
ど

の
分
野
に
男
性
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。

石
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
女
性
、
男
性

の
区
別
な
く
共
働
・
共
助
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。
シ
ル
バ
ー
の
理
念
そ
の
も
の
で
す
。

石
原
部
会
長

最
後
に
、
も
う
ひ
と
つ
大
事
な

お
願
い
が
あ
る
。
理
事
会
な
ど
に
女
性
を
も
っ

と
多
く
加
え
て
ほ
し
い
。
現
在
、
女
性
理
事
は

２
人
だ
け
で
し
ょ
。
本
来
な
ら
、
半
々
で
も
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
女
性
部
会
の
活
躍
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
よ
。

上
原
理
事
長

は
い
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
お

互
い
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
負
け
ず
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

就
業
相
談
日
の
お
知
ら
せ

毎
週
月
・
水
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室

お

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

石
原
部
会
長

今
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
と
い
う
よ
り
、
私
た
ち
が
望
む
こ
と
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
し
、
早

く
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
色
々
話
し
合
う

中
で
、
取
捨
選
択
す
る
な
ど
し
な
い
と
、
前
に

進
ま
な
い
。
私
た
ち
は
ど
ん
ど
ん
年
を
取
っ
て

い
く
ん
だ
か
ら
（
笑
）
。

上
原
理
事
長

女
性
の
就
業
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
就
業
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

人
手
不
足
の
昨
今
、
シ
ル
バ
ー
女
性
の
就
業
の

場
が
多
様
化
し
、
多
面
的
に
評
価
さ
れ
る
就
業

機
会
が
求
め
ら
れ
、
選
択
す
る
時
代
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
女
性
シ
ル
バ
ー
の
果
た
す

役
割
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
と
思
う
。
女

性
部
会
に
寄
せ
る
大
き
な
期
待
は
そ
こ
に
あ
る
。

石
原
部
会
長

私
も
そ
う
思
う
。
あ
ら
ゆ
る
場

へ
の
女
性
進
出
は
、
目
覚
し
い
も
の
が
あ
る
。
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平
成
２
年
度
の
「
事
業
計
画(

案)

」
と
「
収
支

予
算(

案)

」
が
２
月
21
日
開
催
の
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
。

年
齢
に
関
わ
り
な
く
働
け
る
社
会
を
目
指
し
た

働
き
方
改
革
や
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
に
伴
い
、
地
域
の
高
齢
者
が
集
う
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
人
手
不
足
の
解
消
に
向

け
て
行
政
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

く
。
今
年
度
は
、
会
員
及
び
役
職
員
協
力
の
下
、

入
会
チ
ラ
シ
の
配
布
、
会
員
に
よ
る
「
一
人
一
会

員
運
動
」
を
展
開
し
て
会
員
の
増
強
を
通
し
て
セ

ン
タ
ー
事
業
の
更
な
る
発
展
に
繋
げ
て
い
く
。

１ 高齢者の入会促進と就業機会の

確保・拡大

２ 安全・適正就業を推進し、魅力

あるシルバー人材センターの実現

３ 組織の充実・強化と運営基盤の

強化

４ 公益目的事業の着実な実施と地

域社会への参加活動推進

基
本
方
針

会員数 ６１８人

入会率 １．６％

受注件数 ２,４００件

就業延人員 ４９,５００人日

就業率 ７８％

契約金額 ３０８，５００千円

数
値
目
標

実

施

計

画

（
１
）
雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時
的
か
つ

短
期
的
な
就
業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
に
係
る
就
業
機
会
の
提
供

①

受
託
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉
の
増
進
を

図
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

寄
与
す
る
た
め
、
高
齢
者
に
相
応
し
い
地
域
に
密

着
し
た
仕
事
を
家
庭
、
民
間
事
業
所
、
官
公
庁
等

か
ら
有
償
で
引
き
受
け
こ
れ
を
高
齢
者
に
対
し
て

そ
の
能
力
、
希
望
等
に
応
じ
て
請
負
又
は
委
任
の

形
式
に
よ
り
就
業
機
会
を
提
供
す

る
。
ま
た
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就

業
や
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
仕
事
の
分
か
ち
合
い
に
適
切
に
配
慮
し
て

い
く
。

①

有
料
の
職
業
紹
介
事
業

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ
の
他
の
軽

易
な
業
務
に
係
る
仕
事
の
求
人
を
受
け
付
け
、
そ

の
よ
う
な
仕
事
を
希
望
す
る
高
齢
者
の
た
め
に
有

料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
。

ア

数
値
目
標

・
求
人
件
数

１
件

（
２
）
雇
用
に
よ
る
臨
時
的
か
つ
短

期
的
な
就
業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
に
係
る
就
業
機
会
の
提
供

・
有
料
職
業
紹
介
事
業
収
益

１
千
円

②

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
（
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
）

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
に
係
る
就
業
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
派
遣
労
働
を

希
望
す
る
会
員
の
た
め
に
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
を
行

う
。

ア

数
値
目
標

・
受
注
件
数

６
件

・
労
働
者
派
遣
事
業
収
益
１
２
０
０
千
円

就
業
上
必
要
な
技
能
、
知
識
を
就
業
欲
の
あ
る
高
齢

者
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
就
業
に
結
び
付

け
る
と
と
も
に
、
よ
り
広
い
就
業
分
野
で
の
仕
事
の
確

保
提
供
す
る
た
め
次
の
と
お
り
講
習
会
を
行
う
。

ア

刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
講

習
会

イ

駐
車
場
整
理
業
務
講
習
会

ウ

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会

エ

介
護
研
修
・
講
習
会

オ

そ
の
他
各
種
講
習
会

①

普
及
啓
発

本
事
業
へ
の
信
頼
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

(

次
頁
へ
）

（
３
）
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
又
は
そ

の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
に
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
付
与
す
る
た
め
の
講
習
会

２
年
度
事
業
計
画(
案)
決
ま
る

（
４
）
前
述
（
１
）
～
（
３
）
の
事
業
を

推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
及
び
そ
の
他
の

社
会
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
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（
前
頁
か
ら
続
く
）

一
般
市
民
、
事
業
所
、
官
公
庁
に
対
し
、
本
事
業
の
意

義
と
基
本
的
な
理
念
及
び
仕
組
み
等
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
自
身
の
本
事
業
に
対
す
る
意
識
啓
発
を

図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

独
自
の
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

イ

普
及
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布

ウ

情
報
誌
「
ニ
ュ
ー
ス

ゆ
ん
た
く
」
の
発
行

エ

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

②

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
の
維
持
と
安
全
の
確
保
を
図

り
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕
事
を
安
全

か
つ
適
正
に
遂
行
で
き
る
よ
う
、
安
全
意
識
の
高
揚
と

啓
発
活
動
を
行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
の
開
催

イ

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

ウ

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
と
安
全
対
策

推
進
実
施
計
画
の
策
定

エ

就
業
日
報
（
裏
面
に
あ
る
安
全
就
業
点
検
表
）

を
活
用
し
た
健
康
管
理
の
啓
発

オ

「
ニ
ュ
ー
ス
ゆ
ん
た
く
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
情
報
の
発
信
、
周
知
等

③

調
査
研
究

本
事
業
の
実
績
を
集
計
す
る
ほ
か
、
時
代
の
要
請

に
対
応
し
た
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り

調
査
研
究
を
行
う
。

ア

高
齢
者
の
就
業
に
対
す
る
意
識
調
査
に
関
す
る

調
査
を
実
施
す
る
。
（
就
業
相
談
等
）

イ

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
の
事
業
運
営
に
関
す
る

調
査
の
実
施

ウ

必
要
に
応
じ
、
他
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
収
集
し
、

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
。

④

会
員
の
拡
大

会
員
が
減
少
す
る
中
で
、
新
規
会
員
を
拡
大
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

入
会
説
明
会
及
び
就
業
相
談
会
の
強
化

イ

会
員
に
よ
る
「
一
人
一
会
員
」
運
動
の
推
進

ウ

女
性
会
員
の
増
強

エ

自
治
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
一
般
家
庭
へ
の
チ
ラ

シ
配
布

⑤

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

地
域
の
一
般
家
庭
、
事
業
所
、
官
公
庁
等
を
訪
問
し
、

高
齢
者
に
相
応
し
い
仕
事
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
就
業
能
力
や
経
験
を
把
握
分
析
し
、
地
域
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
仕
事
の
提
案
を
次
の
と
お
り
行
う
。

ア

官
公
庁
（
市
長
、
市
議
会
議
長
、
担
当
部
局
等
）

へ
の
要
請

イ

事
業
所
、
自
治
会
、
団
体
等
へ
の
訪
問

⑥

企
画
提
案
方
式
事
業
に
よ
る
事
業

地
方
公
共
団
体
と
協
力
体
制
を
も
っ
た
地
域
密
着
型

事
業
で
「
介
護
」
を
重
点
分
野
と
し
て
会
員
参
加
に
よ

る
創
意
工
夫
を
取
り
入
れ
た
企
画
提
案
方
式
事
業
を
施

行
し
、
就
業
機
会
の
確
保
を
図
り
事
業
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
講
習
会
の
実
施

⑦

相
談
、
情
報
提
供

入
会
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に
入
会
説
明
会
を

実
施
し
、
高
齢
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
地

域
に
お
け
る
働
く
高
齢
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
雇
用
、
就
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
係
る
相
談
、
情
報
提
供
を
一
般

市
民
や
高

齢
者
に
行
う
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

入
会
説
明
会
の
開
催

イ

就
業
相
談

⑧

社
会
参
加
活
動
の
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に

「
で
き
る
こ
と
を
」
「
で
き
る
範
囲
で
」
行
う
社
会
参

加
活
動
を
一
般
市
民
と
連
携
し
て
実
施
す
る
。
ま
た
、

加
齢
に
伴
い
就
業
を
離
れ
た
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
高

齢
会
員
等
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
の
社
会
活
動
の
機
会
を
推
進
し
て
い
く
。

ア

下
校
時
の
児
童
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

イ

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ウ

手
工
芸
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ
き
、

地
区
・
地
域
班
、
職
群
班
の
組
織
力
向
上
と
地
域
に
貢

献
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
体
制
の
充
実
・
強
化
に
努
め

る
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

定
時
総
会
の
開
催

イ

理
事
会
の
開
催

ウ

専
門
委
員
会
の
開
催

エ

地
区
総
会
の
開
催

オ

地
区
長
会
及
び
地
域
班
長
会
の
開
催

カ

そ
の
他
必
要
な
会
議
の
開
催

組

織

の

充

実

・

強

化

と

運

営

基

盤

の

強

化

（
１
）
会

議
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・コロナウイルスは、コウモリ、ラクダなど、主に動物に感染するウイルス

ですが、時に人に感染することがあります。

・2012年にサウジアラビアで報告された中東呼吸器症候群（MERS：マーズ）ウイルスや2002年

から2003年にかけて中国を中心に感染が拡大した重症急性呼吸器症候群（SARS：サーズ）も、

同じコロナウイルスのグルーブです。

・新型コロナウイルスの具体的な感染源は、まだわかっていません。2019年12月末に武漢市で

原因不明の肺炎を発症する人が報告され、複数の発症者が市内の魚介類や動物の肉などを取

り扱っている生鮮市場に行っていたことから、この市場で売られていた動物が関連すると考

えられています。（この市場は、2020年1月1日に閉鎖されています）

・新型コロナウイルスは、人から人への感染の可能性があると考えられています。世界保健機

関は、1人の感染者から２人程度の人にうつるのではないか、と考えていますが、 これは、

季節性インフルエンザよりもやや低い程度です。

・現在、新型コロナウイルスに対するワクチンや特別な治療薬はなく、症状に合わせた対症

療法がおこなわれています。

新型コロナウイルスとは？

ど う や っ て 感 染 す る の ？

昨年12月に中国湖北省武漢市において、原因となる病原体

が特定されていない肺炎の発生が複数報告されました。１月

31日に世界保健機関(WHO)は、流行事態に関して「国際的に懸

念される公衆衛生上の緊急事態」を宣言し、ついで３月11日、この流行状況についてパンデミッ

ク（世界的流行）相当との見解を示しました。現在、新型コロナウイルス感染症として、世界

各国で調査、対応が進められています。新型コロナウイルスとその感染症については現時点で

はわかっていないことが多くあります。人から人への感染も一部確認されていますが、どれぐ

らいの広がりになるのかもわかりません。皆様が感染予防について正しく理解したうえで、安

心して生活していただくことを目標に、このハンドブックを作りました。新型コロナウイルス

感染症を含む呼吸器感染症予防の一助となれば幸いです。（出典：東北医科薬科大学病院感染

制御部、東北大学大学院医学系研究科総合感染症学分野、仙台東部地区感染対策チーム）

ス感染症について
ンドブ ック（抜粋）

はじめに

★人から人への感染が起きていると考えられています。

・武漢市での発症者の多くが、発症前に市内の生鮮市場に行っていたことから、その市場に感

染源があった考えられていますが、今のところ特定されていません。

・その一方、人から感染した可能性が否定できない人も報告されています。日本で報告された

感染者は、発症した家族や同僚などの濃厚接触があり、感染したと考えられます。

・濃厚接触とは以下のような場合とされています。

*新型コロナウイルス感染症が疑われる発症者と同居している

*新型コロナウイルス感染症が疑われる発症者と閉鎖空間で一緒にいた

*新型コロナウイルス感染症が疑われる発症者の咳・くしゃみのしぶき、

鼻水などの体液に触れた

※くしゃみや咳のしぶきは1.5～２メートルの距離まで届きます。
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★主に、飛沫（ひまつ）感染、接触感染により伝播（でんぱ）

すると考えられています。

飛沫感染とは？

・感染した人の咳・くしゃみ・つば・鼻水など飛沫（飛び散っ

たしぶき）の中に含まれているウイルスを口や鼻から吸い込むことにより感染することです。

接触感染とは？

・ウイルスが付着した手指で鼻や口や目に触れることで、粘膜などを通じてウイルスが体内に

感染することです。

・感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手でドアノブ、スイッチ、手すりなど周りの

物や場所に触れるとウイルスが付きます。他の人がその物や場所を触るとウイルスが手に付

着し、その手で口、鼻、目を触ることで粘膜から感染します。

新型コロナウイル
市民向け感染予防ハ

感 染 伝 播 予 防 の 徹 底 に つ い て

家庭でできる感染対策の基本は、こまめな手洗い、正しいマスクの使用、症状があるときは

外出を控えること、です。マスクは、咳やくしゃみによる飛沫やそこに含まれるウイルスなど

の病原体が飛び散ることを防ぎます。感染症にかからない、うつさないため

には、複数の対策を組み合わせることが大切です。咳エチケット→手洗い・

手指消毒→環境消毒→換気と「できるだけ感染のリスクを下げていく」とい

う考え方に基づいて、一つ一つの対策を確実に行いましょう。

対策１. 手洗いをしましょう！
自宅に感染症を持ち込まないためには…

外出時は、多くの人が触れた場所を自分も触れている可能性があるため、外出から戻った後は、

流水と石けんで手を洗うか、アルコールで手指を消毒しましょう。

家庭の中での手洗いのタイミングは以下のとおり

・外出から戻った後

・多くの人が触れたと思われる場所を触った時

・咳・くしゃみ、鼻をかんだ後

・症状のある人の看病、お世話をした後

・料理を作る前

・食事の前

・家族や動物の排泄物を取り扱った後

・自分がトイレを利用した後

外出中も手洗いのタイミングは同様です。

洗面台もアルコールもない場合や、小さなこども、手の不自由な高齢者は、アルコールを含ん

だウエットティッシュで両手をゴシゴシと隅々まで丁寧に拭くのも効果的です。

対策２. 環境消毒・換気をする！
・ 家族がよく触れる場所（部屋のドアノブ・照明のスイッチ・リモコン・トイレのレバー等）

を消毒します。1日1～2回、ドアノブ、テーブル、手すり、スイッチなど、手のよく触れる

ところを、薄めた漂白剤（0.05％次亜塩素酸ナトリウム水溶液）または、アルコールを含ん

だティッシュで拭きましょう。日中は１～２時間ごと５～10分間窓や扉を開けるなどして部

屋の空気を新鮮に保ちましょう。感染症の伝播（うつる）を防ぐためには、部屋のウイルス

量を下げるために部屋の十分な換気を行います。症状がある家族とは、できる限り部屋を分

けましょう。症状がある家族の部屋は、窓のある換気ができる部屋にします。

アルコールを用
いた手指の消毒

流
水
と
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
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仲間を募集しています！

・
10
日
（
金
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
24
日
（
金
）
午
前
10
時

第
１
回
理
事
会

・
23
日
（
木
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

◇４月の予定◇

編

集

コ
ロ
ナ
禍
の
猛
威
が
続
き
、
収
束
の
見
通

し
が
見
え
な
い
。
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
メ
デ
ィ

ア
か
ら
、
新
た
な
感
染
者
が
連
日
報
道
さ
れ

る
ば
か
り
で
、
各
地
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
行

事
の
縮
小
・
延
期
・
中
止
が
相
次
ぐ
。

当
セ
ン
タ
ー
で
も
、
講
習
会
・
研
修
会
な

ど
主
催
事
業
を
は
じ
め
、
各
地
区
で
は
総
会

開
催
を
取
り
止
め
る
と
い
う
事
態
に
。

本
誌
も
紙
面
構
成
に
大
幅
な
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
窮
余
の
策
で
仕
上
が
っ
た
が
、
会

員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
も
あ
れ
ば
…
と
ふ

と
思
っ
た
。
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
提
言
か

ら
琉
歌
・
川
柳
等
そ
し
て
四
方
山
話
ま
で
、

何
で
も
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
有
り
難
い
。

東
條

正
躬

大
城

博

編

集
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記


